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通信教育部担当科目

・情報処理
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・
・

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

(1)奈良大学総合研究所特別研究　研究代表者
　　「トーラ川流域の大型城郭都市遺跡ディジタルアーカイブ化」
(2)科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究　研究分担者
　　「文化遺産の3次元計測法の効率化」
(3)科学研究費補助金　若手研究(B)　研究代表者
　　「時系列幾何情報を用いた大規模遺跡の3次元計測とディジタルアーカイブへの応用」

大学院博士後期課程担
当科目

・
・
・
・

専門分野

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

総合研究所運営委員、公開講座委員、紀要編集委員会、所報編集委員会、ネットワーク委員、
社会学部実習室管理委員、社会調査学科教育支援委員、情報処理センター運営委員、
奈良大学地域連携教育研究センター運営委員など
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取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学会、
日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会

文化遺産を対象としたディジタルアーカイブに関する研究

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

情報メディア、画像処理、ディジタルアーカイブ、情報考古学

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

(1)奈良大学における情報教育基盤の整備
(2)高大連携の活動の一環として、奈良大学附属高校の2年生を対象に「情報学シリーズ講
　	 義」の講義を行い、高校を対象に情報教育を実施
(3)学科独自の教育支援プログラムの運営
(4)奈良大学VRシアターの運営

奈良大学モンゴル国遺跡調査研究後援会、奈良大学地域連携教育研究センター、
公益財団法人奈良市生涯学習財団・奈良大学共催事業　公開講座

　【研究上の特記事項】

授業科目

学部担当科目

・情報学入門(前期)
・情報基礎理論I（前期）
・社会調査特殊講義（前期）
・複合現実感と社会(Mixed	 Reality)（前期）
・情報工学（後期
・情報基礎理論II（後期）
・演習I・II・III・IV（前期・後期）

・
・
・
・



共著

共著

共著

共著

第15会北アジア調査研
究報告会実行委員会2014年3月

2014年3月

奈良大学総合研究所

読売新聞（奈良版）

2014年3月

2013年4月

第15会北アジア調査研
究報告会実行委員会

奈良大学総合研究所
所報

2014年3月
モンゴル国のウイグル時代、契丹
（遼）時代等の遺跡や出土した遺物を
ディジタル化した成果を公表した。

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

モンゴル国のウイグル時代の首都であ
るハルバルガス遺跡の仏塔を3次元計測
した結果を公表した。

16世紀から17世紀初頭に建造されたモ
ンゴル国のハル・ブフ遺跡の寺院跡を
ディジタルアーカイブした成果を報告
した。

契丹（遼）時代のチントルゴイ城跡か
ら出土した瓦塼類の調査内容を報告し
た。

モンゴル国における契丹時代の大型城
郭都市をディジタルアーカイブした。

（学会発表）

①モンゴル国における大型城
　郭都市のディジタルアーカ
　イブ2013

（その他）

②ウイグルの都3次元計測

②モンゴル国チントルゴイ城跡
　の瓦塼類の調査

①モンゴル国の遺跡ディジタル
　アーカイブ

①モンゴル国における大型城郭
　都市のディジタルアーカイブ


